
黎明館は、初代藩主島津家久が築いた鹿児島（鶴丸）城本
丸跡に建っている。
昭和43（1968）年、明治百年を記念した事業として建設
準備がはじまり、昭和 58（1983）年10月「鹿児島県歴
史資料センター黎明館」として開館。愛称の「黎明館」は
一般公募により決定した名前である。
令和２（2020）年４月「鹿児島県歴史・美術センター黎令和２（2020）年４月「鹿児島県歴史・美術センター黎
明館」に名称変更した。
黎明館の基本設計は、文化勲章受章者谷口吉郎氏の設計に
よるもので、建築の軸線および外観の意匠、色彩等は隣接
する県立図書館と統一されている。

姶良郡横川町下ノ赤水（現霧島市横川町）の海老ヶ迫（えびがさこ）家住宅を移築したもの。
建築の時期は、天保年間（1830～1844）と伝えられている。
二つの棟が「樋の間」で連結されている民家は、川内川流域から旧姶良郡一帯にみられた。

４月下旬頃、芳香ある淡い紫色の花を咲かせる。
材は下駄や家具に、樹皮は染料に、葉は除虫に
利用される。

左が開館当時の石敢當、右が現在の石敢當である。
現在は刻字が風化して判読できなくなっている。

四畳半の茶室と十畳の広間を備えた茶室。
事前予約をすれば一般の方々でも利用可能。
※詳しくは（電話099-222-5100）まで

姶良町平松（現姶良市）、吾平町上名中福良（現鹿屋市）、
加治木町日木山里（現姶良市）、郡山町茄子田（現鹿児島市）
の田の神を模刻したもの。

鹿児島（鶴丸）城本丸にあった池を復元したもの。
石橋などの石材は、もと鹿児島城本丸の東南隅にあったものが、第七
高等学校造士館時代に同校のプール建設のため、鹿児島市鴨池動物園
の庭園に移設され、その後、動物園の移転に伴い、鹿児島市から無償
譲渡されたものである。


